
 

タンポポ調査・大阪２０２０の調査報告会のご案内 
           主催  タンポポ調査・大阪実行委員会（事務所：大阪自然環境保全協会内） 

 

①  日時  ２０２１年１２月１８日(土) １３時３０分～１５時３０分 

②  会場  大阪市立自然史博物館・集会室（この用紙を持って職員入口からお入り下さい）  

 ※交通：(大阪メトロ御堂筋線「長居」、ＪＲ阪和線｢長居｣下車徒歩15分) 

③  募集定員：３０名（コロナ感染状況

によって変更される場合もあります） 

④  申込 12月 11日（土）までに、「氏 

名・所属団体・連絡先(電話かアドレ

ス)を書いて下記へお申し込み下さい。 

※アドレス：tampopo@nature.or.jp 

 申込後２日以内に参加の可否を返信 

します(返信がない場合は保全協会 

06-6242-8720までお問合せ下さい）。 

⑤ 参加費：無料 

⑥  時程と内容   

１３：３０～ 「大阪におけるタンポポ調査・２０２０の結果報告―４５年間の変遷―」 

                (公益社団法人)大阪自然環境保全協会 理事 木村 進 

 

 

 

１４：３０～  質疑応答・各地域からの報告・情報交換 

 

 

１５：２０～  質疑応答・まとめ（１５：３０終了予定）     

*************************************************************************************************** 

主催：「タンポポ調査・西日本」大阪実行委員会 

事務局：公益社団法人 大阪自然環境保全協会内、（担当理事：木村 進） 

・〒530-0041 大阪市北区天神橋1-9-13 ハイム天神橋 202 （TEL: 06-6242-8720 / FAX: 06-6881-8103） 

連絡先：tampopo@nature.or.jp 

ホームページ：http://www.nature.or.jp/investigation/tampopo.html 

************************************************************************************************** 

 

1975 年に大阪で始まった 45 年間にわたる 10 回のタンポポ調査の結果を元に、大阪に自然の変遷に

ついて考えてみたい。各市町村別の外来種の割合の変化や、今回明らかになった「在来種タンポポ」

の復活、また、総苞外片が上向きの雑種タンポポの増加などについても紹介したい。 

調査実行委員会スタッフや参加者から、大阪府内各地域のタンポポの分布状況に関する報告を受け、

情報交換を行うとともに、調査開始以来 50 年の節目の年となる次回 2025 年調査に向けて、大阪の

タンポポ調査を進めるにあたっての課題を明らかにする。 
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